大学院教育GP

「東アジア高度人材養成共同化プログラム」


地域安全保障協力に向けた人材養成－中国の大学・研究機関との連携強化プログラム2010年度国際協働プロジェクト《第3回》公募要領
GSAPSでは、昨年度より文部科学省による採択事業「大学院教育GP」の一貫として「東アジア高度人材養成共同化プログラム」を実施しています。このプログラムは、日本の大学院教育が弱いとされる「独立した研究者・専門家の体系的養成」と、欧米の大学院教育に欠けている「凝集性の高いプロジェクトによるグループワークに強い研究者・専門家の育成」を結びつけることで、東アジアにおける高度人材養成の共同化を推進していく事を目的としています。

　GSAPSでは本年度もこのプログラムの一貫として「国際協働プロジェクト」を実施致します。プロジェクトの全ての課程を履修し、報告書を提出した学生に対しては、旅費と宿泊費にかかる実費を上限で15万円まで支給し、また冬学期科目「国際協働プロジェクト」の単位（2単位、自由科目）を付与します。参加を希望する学生はプログラム詳細と各プロジェクトの活動計画書をよく読んだ上で、手続きに従って応募して下さい。
【プログラム詳細】
· プロジェクト名　
「地域安全保障協力に向けた人材養成－中国の大学・研究機関との連携強化プログラム」

· プロジェクトタイプ

国際会議出席・研究発表と研究機関訪問
· 引率教員

植木　千可子
· 活動期間

2010年9月14日（火）―18日（土）
· 活動内容（予定）
訪問都市：北京
交流機関：北京大学国際関係学院、北京大学戦略研究所、清華大学国際関係研究中心、外交学院（China Foreign Affairs University）

交流先の教授、学生と地域安全保障情勢、協力について研究発表と討論を行う。
	
	
	
	宿泊地

	9月14日（火）
	東京— 北京　移動
	北京大学国際関係学院
	北京

	9月15日（水）
	北京大学国際関係学院
	北京大学国際戦略研究中心
	北京

	9月16日（木）
	清華大学　国際問題研究所
	清華大学軍備控制項目
（軍備管理研究プログラム）
	北京

	9月17日（金）
	外交学院
	軍事歴史博物館　訪問
	北京

	9月18日（土）
	北京 — 東京　移動
	
	


· 　期待される教育効果　
地域の安定のためには、日中関係の安定が不可欠であるとしばしば指摘されるが、日中間の安全保障協力、地域安全保障協力については十分な議論がなされていないのが実情である。

本プログラムでは、中国の大学・研究機関の教授、研究者、学生との研究発表、意見交換を予定している。とくに、今後の日中関係の安定、地域の安定について議論することによって、学生は自分の議論の説得力、客観性を確認し、相手の意見を聞くと同時に相手を説得する能力を向上させることが期待される。また、中国の専門家、学生との意見に直に接することによって地域が抱える課題についての知識を増すとともに理解を高めることが期待される。

· 参加学生希望数

6－8名

· 注意事項

· 参加学生は、滞在中の国内交通費と食事代の全部または一部に対する自己負担が求められます。

· 参加学生がビザを申請する必要がある場合、申請費用は自己負担となります。

· 参加学生は全員大学指定の短期海外旅行保険に加入する義務がありますが、この費用は自己負担となります。

· 「国際協働プロジェクト」履修による付与される2単位は、自由科目であり卒業認定単位数には含まれません。

· 以前に「大学院教育GP」による「国際協働プロジェクト」もしくはこれに準ずる海外研修プロジェクトに参加し、補助金の支給を受けた学生も応募は可能ですが、合格した場合の支給金額の上限は原則として半額（75,000円）となります。
· 本年度は今後２つの国際協働プロジェクトの公募予定があります（内容は下記参照）。同一年度内（2010年4月～2011年3月）には１回しか参加できませんので、ご注意ください。
<今後公募予定のプロジェクト> 

· 松岡プロジェクト

· 活動期間：2010/9/2-9/8

· 訪問先：ハノイ

· 内容：現地大学とのワークショップ、国際機関・企業等訪問

· ファーラープロジェクト

· 活動期間：2010年9月後半（未定）
· 訪問先：上海
· 内容：復旦大学とのワークショップ等

· 応募基準
・　応募資格

　早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修士課程に在籍している大学院生。ただし、2010年9月に卒業予定の学生は応募できません。
・　応募要件

　　応募申請書を大学院GPのウェブサイト（http://www.waseda.jp/gsaps/index.html）よりダウンロードして記入し、エッセイ（テーマは申請書に指示、日本語または英語、A４で1枚以内）を添えて提出すること。
・　応募書類の提出締切

　　2010年6月18日（金）正午

・　応募書類の提出先

　　7階の事務所前の専用レポートボックス（メールによる提出は一切受け付けない）

· 合格通知
　厳正な審査を経て、応募者には事務局より6月21日（月）以降に直接合否の連絡を行います。合否結果以外の問い合わせ(不採択の理由等)には一切対応しませんので、その旨御了承下さい。
· 本件に関する問い合わせ先：

大学院GP事務局（19号館6階611研究室）

E-mail: GP-staff@list.waseda.jp
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